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当院における医師招聘策 



H22/4~ H25/12~ H27/2~ 

愛媛大学 

小児科 
徳島大学 

内科 
徳島大学 

麻酔科､眼科、看護学 

寄 附 講 座 



当院一般外科の高額医療器械の整備 

Osna(2015) 

Vincent(2014) 

3D腹腔鏡(2014) 

すべての 

Energy device 

・毎年診療収入の３％を高額
医療器械として購入可能 



科学研究費 

当院の臨床研究センターは文部科学省の研究機関になりました（平成28年2月） 

当院常勤医 研究者登録 

文部科学省 

日本学術振興会 

○基盤研究：500万円以下～2億円程度 

○挑戦的萌芽研究：500万円以下 

○若手研究：500万円以下～1億円程度 

○研究活動スタート支援：500万円以下 

○奨励研究など 

希望者 

申請 

科研費 
○臨床研究 

○基礎研究 

○大学との 

 共同研究など 



全国の8つの

公立学校共済
組合病院に対
してそれぞれ
1000万円の研
究費を支給 

公立学校共済
組合 本部 

H26年度から
市中病院でも
臨床研究が可
能となった  

職域事業研究 



医師海外留学資金支援制度 

1 

当院に勤務ま
たは他院に勤
務している 

2 

大学教授の推
薦状あり 

3 

帰国後、当院
での勤務1年
ごとに100万円
の貸付金を免
除する 

・下記の医師に300万円を貸与 



給料の改善 

年収 1900万 年収 1660万 年収 1480万 

卒後10年目 卒後15年目 卒後20年目 

地方なのに都会と給料が同じ!! 



定年の延長 

H19 H24 H27 

65歳 70歳 70歳 60歳 

S34 



当院の若手外科医の教育方針 

1 
丁稚奉公制度の廃止 

2 

3 

まじめな医師になるよう導く 

責任の取れる行動を教える 

なるべく多くの術者経験を 

（年間100例以上） 



結語 

1 
医師確保、若手医師の指導等
には初期投資が必要 

2 
医師数の増加が得られるならそ
れ以上の収益が期待される 

3 
若手医師に責任感と実力をもた
らすような教育を施行中 



（臨床外科 

70(9),1135,2015より 



公立学校共済組合
四国中央病院 

（本院） 

三島医療センター 

（分院） 

公立学校共済組合四国中央病院で働いてみませんか？ 


